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葉のガス交換測定からフィールド・フェノミクスへ（希望）

皆さま、はじめまして。この4月から着任した冨永淳（ジュン）です。
陸上植物のガス交換は光合成や脱水と密接に関わっているため、
葉のin vivoガス交換測定は植物の生産性や環境ストレス下の生
存能力を評価するのにとても有効な手段です。私はこれまで、
フィールドや植物工場で栽培される作物や遺伝子組換植物のガス
交換を評価し、光合成や遺伝子の機能解析を行ってきました。ま
た、その測定法の改良や新たなガス交換パラメーターの測定法を
開発しました。
現在は作物の有用形質スクリーニングやスマート農業への応用
を目指して、ガス交換を含めた生体計測による表現型解析（フェノ
ミクス）に関する研究を行っています（いきます！）。今回のセミ
ナーでは、これまでの研究の経緯や構想・開発途上の新たな植物
生体計測技術、これからの研究の展望について紹介します。


